
日 月 火 水 木 金 土

2022

10月

1

休館日

出前健診
午前9：30 ～13：00

2 3 4 5 6 7 8

休館日

幼： 絵本の読み聞かせ
11：00 ～

高： 手芸同好会
10：00 ～

高： いきいき体操 花1
13：30 ～

高： 書道教室
13：30 ～

高： いきいき体操 月1
13：30 ～

高： コーラス教室
13：30 ～

成： 簡単手話教室
14：00 ～

少： 子ども 習字教室
17：00 ～

成： 日本語読み書き
19：00 ～

9 10 11 12 13 14 15

休館日

休館日

高： 歴史勉強会
14：00 ～

高： いきいき体操 星1
13：30 ～

高： 手芸同好会
10：00 ～

高： いきいき体操 雪1
13：30 ～

休館日成： 簡単手話教室
14：00 ～

少： 子ども えいご教室
16：30 ～

少： 子ども 習字教室
17：00 ～

少： 子どもさんすう教室
16：00 ～

成： 日本語読み書き
19：00 ～

16 17 18 19 20 21 22

休館日

高： 絵画教室
13：30 ～

高： 手芸同好会
10：00 ～

高： いきいき体操 花2
13：30 ～

少： 子ども 習字教室
17：00 ～

高： コーラス教室
13：30 ～

成： 写真教室
10：00 ～

成： 簡単手話教室
14：00 ～

成： 日本語読み書き
19：00 ～

23 24 25 26 27 28 29
高： 茶道教室

14：00 ～
高： いきいき体操 星2

13：30 ～
高： 手芸同好会

10：00 ～
高： いきいき体操 雪2

13：30 ～

成： 簡単手話教室
14：00 ～

少： 子ども えいご教室
16：30 ～

高： 音楽療法
13：30 ～

少： 子どもさんすう教室
16：00 ～

31 成： 日本語読み書き
19：00 ～

地域総合センター塚口だより

はぐくもう 人へのやさしさ 思いやり 10月号

【 当センターについて 】

尼崎市立地域総合センター塚口は、「人権意識の向上を

図り、正しい理解と認識を深めるコミュニティの拠点」と

しての役割を担った施設です。このことをあらためて広く

地域の皆様にご周知・ご理解、ご協力いただきながら、今

後も気軽に活用していただければと思います。

E N I S H I

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
塚
口

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【 発 行 】2022年 10月 NO.90

尼崎市立地域総合センター塚口 尼崎市塚口本町2-28-11

TEL / FAX 06－6423－5266

【開館時間】月～ 金曜日 9 : 00 ～21 : 00

第 2・4 土曜日9 : 00 ～17 : 00

【休館日】第1・3・5土曜日／日曜日／祝日

【 センターへのアクセス】

https://sogo-center-tsukaguchi.jp/

阪急塚口駅北出口より北東へ徒歩10分

阪急伊丹線に沿って北へ約600ｍ

踏み切りを東に約150ｍ

指定管理者 株式会社ハウスビルシステム

センターだより掲載のイベントなどについては、

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や

延期などになる場合がありますのでご注意ください。

◆◆地域総合センター塚口 10月カレンダー◆◆

令和４年度 平和と人権を考える上映会及び講演会

高：高齢者 成：成人 少：こども 幼：幼児 世：世代間交流 啓 : 啓発事業 交 : 地域交流事業

30

休館日

日々のニュースで、人権侵害に関する問題が報道され、考えさせられる場

面が多くあります。北朝鮮当局による拉致問題も重大な人権問題の一つです。

地域総合センター塚口では、これまでに啓発アニメ「めぐみ」、「めぐみ

への誓い」の上映会、拉致問題啓発パネル展示、救う会の署名運動を実施し

てきました。また5月開催のあませぶん講演会では、蓮池薫さんを講師にお招

きし塚口地域からも多くの方が参加されました。

令和4年度「平和と人権を考える上映会及び講演会」は、拉致問題啓発ビデ

オの上映後、龍谷大学教授の李相哲さんにご講演いただきます。拉致被害者

やそのご家族などの高齢化が進み、問題の風化が懸念されるなか、特に若い

世代にも拉致問題への関心と認識を深める内容となっており、どなたにもわ

かりやすく解説していただきます。これまでの上映会や講演会を通じて関心

を高めてこられた方はもちろん、多数お誘いあわせの上、ご参加ください。

【日 時】10月21日（金）午後1：30 ～（上映会終了後に講演会）

【会 場】地域総合センター塚口 ３階 集会室

【定 員】65名（先着順）※手話通訳者あり

【対 象】尼崎市在住・在勤・在学の方

【お申込み・お問合せ】

尼崎市立地域総合センター塚口 TEL/FAX 06-6423-5266

※10月３日（月）より受付けます。

※当日は「北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協議

会(救う会)」が活動されている拉致問題早期解決実現に向けての

署名を実施します。

■ 上映会「 私たちにできること～ 拉致問題の解決を願って～」

■ 講演会テーマ「拉致問題はなぜ解決しないのか」

特別講師 李相哲さん

【 講師プロフィール】

龍谷大学社会学部教授。

中国生まれ。中国北京中央民族大学卒業後、新聞記者を

経て１９８７年に来日。上智大学大学院にて博士（新聞

学）学位取得。１９９８年に日本国籍取得。

大学での講義、研究活動の他に、テレビ出演や新聞、雑

誌への寄稿など、メディア出演多数。２０１９年８月よ

りYouTubeチャンネル「李相哲TV」を開局。日韓関係

や韓国の情勢などをわかりやすく解説している。

旧満州、植民地時代の朝鮮半島の新聞史、現代韓国、北

朝鮮情勢を分析した論文や著書を多く執筆している。

【 図書室(自習室)利用のお願い 】

★マスクを必ずつけましょう。

★おしゃべりは、なるべくひかえましょう。

★飲みもの○ 食べもの (お菓子やガムなども)×

★つくえを使った後は、きれいにしましょう。

◇換気のため、窓と出入口を開けています。ご了承ください。
◇他の利用者に迷惑がかかるときには利用をお断りすることがあります。

～ 北朝鮮当局による日本人拉致問題 ～

（兵庫県拉致問題啓発ビデオダイジェスト版／約１５分）

特別講師 李相哲さん

横田 哲也さん ～啓発ビデオより～

有本 明弘さん

啓：平和と人権を考える
上映会及び講演会
13：30 ～

10/21

成：写真教室
10：00 ～

成：金繕い教室

13：30 ～

10/11

成：金繕い教室

13：30 ～



水平社創立１００周年 特別講演会実施報告文化祭出展作品制作『 金繕い教室 』参加者募集

昨年、ご好評いただいた「金繕い教室」を今年も開催します。

金繕いとは、陶磁器の割れやヒビなどを、漆によって接着し、金や銀、

錫で装着して仕上げる修復技法で、家で過ごす時間にできる趣味の一つ

として各所で紹介され、広く知られるようになりました。

思い出の食器を作品として蘇らせ、文化祭に出展してみませんか？

【日 時】 10月11日（火） ・25日（火）・11月１日（火）

午後１：30 ～ 全３回

【場 所】 地域総合センター塚口 2階 教室 B

【定 員】 8名（先着順）

【材料費】錫は無料です。金・銀は別途費用がかかります。

※おひとり２点まで。

【お申込み】10月4日(火)～8日(土)15時までにお電話または

センター受付にてお申込みください。

７月某日の雨の強い朝のこと、ある高齢者の方が傘もささずに

センターを訪ねてこられ、そのご様子や、センター職員がお話を

お伺いするうちに、道に迷われているようだと気づきました。尼

崎北警察署に通報したところ、ご家族より捜索願が出ている方で、

すぐに署員が駆け付け、ご家族のもとへ送ってくださいました。

道に迷っていた高齢者の保護に協力したということで、尼崎北警察署より、お礼の訪問がありました。

これからも、職員一同、親身な応対と温かい接遇を心掛けていきたいと思います。

センター職員、チームワークで対応 ～道に迷った高齢者を保護～

文化祭出展作品制作『 写真教室 』参加者募集

【日 時】 10月11日（火）・18日（火） ・11月 １日（火）

午前10 : 00 ～ 全３回

【場 所】 地域総合センター塚口 はつらつ元気館２階 教室１

【定 員】 ８名（先着順）

【お申込み】 お電話またはセンター受付にてお申込みください。

【その他】 第１回参加時にご自身で撮った写真を１枚お持ちください。

作品展示や演芸でご参加いただける方、会場設営、当日運営などをお手伝いいただける方大募集。

詳細は、センターだより11月号に掲載します。

第42回 塚口地域交流文化祭 展示作品・演芸参加者大募集

西光寺住職の清原隆宣さんによる特別講演会を実施しました。

差別とは何か。人は人としてあるがままの「自然のものさし」では同じ

値打ちなのに、好き勝手な規格で作った間違ったものさしを当てるから序

列ができ、差別が生まれる。間違ったものさしは今もあふれている、と。

人間としてほんとうにつらいことは「あるがままの自分」を認められな

いこと。１９２２年に水平社は、人間を人間と思わない哀れな人間を救う

ためのものとして、連帯を求め立ち上がりましたが、１００年経った今も

なお、差別の実態が多く存在し、差別そのものを取り締まる法律が日本に

はありません。

また、差別する側にとっては何ともないことでも、される側にとっては

命にかかわることである。差別について熱心に学んでも「そやけどな～、

皆言うてるから」と事実に目をつぶり、何もしなければ意味がない、と熱

く語られました。

ウクライナの今を思う ～紛争の長期化にわたしたちができる支援とは？～

【開催日時】

【場 所】

【対象者】

【内 容】

【お申込み】

11月11日（金）・12日（土）午前 9：00 ～ 午後 ４：00（予定）

地域総合センター塚口

塚口地域にお住まいの方ならどなたでも

○作品展示は絵画、美術作品、写真、書道、手芸など、１名につき２点まで。

○演芸の持ち時間は参加者や参加団体数によって決まります。

○会場設営、当日運営などについての詳細はセンター職員までお尋ねください。

10月3日（月）～ 21日（水）まで、お電話またはセンター受付にてお申込みください。

講師の例えの話はわかりやすく、時に笑いが起こる場面もあり、また考えさせられる内容も多くありました。

「自分のこだわりをなくし、お互いをまるごと認め合うのが当たり前の世の中に、一人ひとりがしていかなけ

ればならない。」というお言葉など、ご講演から多くの学びがありました。

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻後、国外に脱出した人は、ウクライナ

国民の4人に1人と言われており、ロシアの軍事侵攻がいかに大規模で、国民

が命の危険にさらされているかが分かります。

国外に逃れた人の多くが女性や子どもで、紛争の長期化に伴い、避難先での

生活や仕事への不安を抱え、祖国を守る家族の元に戻りたいという人もいれば、

しばらくとどまりたいという人もいて、それぞれの事情に応じ一律ではないき

め細やかな支援が求められています。

日本におけるウクライナ避難民入国者数は1,882人（９月13日現在）。出入国在留管理庁は、９月14日、

身元引受先のない避難民に国が生活費を支給する支援策の実施期間を、当面予定していた６か月間から、さら

に180日延長することを発表しました。

地域総合センター塚口では、５月の人権問題緊急講演会、ウクライナ人道支援募金活動を通じ、啓発と支援

活動を行いました。今後もウクライナの方々が、避難先や祖国で安心して暮らせるように、わたしたちができ

る支援や取り組みを、地域の皆さまと企画、開催していきたいと考えております。

～ 人の世に熱と光を！ ～
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